
令和５年度 学校教育目標 及び 学校経営方針                        
 （１）茅ヶ崎市公立学校教育目標 

○ 心もからだもすこやかな人になる。 

 ○ ゆたかで高い知性と品性をもった人になる。 
○ はたらく喜びを持ち、すすんで社会の発展に役立つ人になる。 
○ 心正しく明るい社会を築く人になる。 
○ 郷土を愛しその発展につとめる人になる。 

（２）学 校 教 育 目 標 

    次代を担う、心豊かな主体的・創造的な子どもを育てるために、室田小学校の子

どもたちの実態を踏まえ、次の学校教育目標を定める。 

        

     

 

 

 

 

 

（３）学 校 経 営 方 針 

学校教育目標である『豊かな心を持ち、主体的・創造的に行動する子の育成』を達成する

ために、全職員が共通認識を持ち、互いに協力し信頼関係に基づく教育実践を行う「チーム

室田」として取り組むことが重要である。 
「豊かな心」は、美しいものや自然に感動する心といった柔らかな感性、他人を思いやる

心や優しさ、相手の立場になって考え

共感することのできる温かい心、生命

を大切にし、人権を尊重する心などの

基本的な倫理観、よい行いに感銘し、

間違った行いを憎むといった正義感

や公正さを重んじる心のことである。

そのような「豊かな心」を持ち「自分

の意志・判断に基づいて、自ら気付き

行動できる力」と「新しいものを作り

出していく力」を身につけられるよう、

取り組んでいきたい。そして、様々な

課題の解決に向けて時代の変化に対

応し生き抜くための「資質・能力」を

身に付けさせることを目指したい。 
「人は人の中で育つ」との信念のも

と、豊富なかかわり合いの場面を設

定するとともに、子どもたち自身が

考え、実行できるような仕掛けづく

りを、一人一人の教職員が常に研鑽

し、知恵を出し合いながら、「チー

ム室田」の認識に立って全員で実践

する。 

＜具体的目標とすべき子ども像  室田の子どものめあて＞ 

 

や     やさしく  〈思いやりのある子〉 
かしこく 〈進んで学ぶ子〉 
たくましく〈心と体の元気な子〉 

                  

 
『豊かな心を持ち、主体的・創造的に行動する子の育成』 

 



令和５年度 学校経営方針 重点項目 

『豊かな心を持ち、主体的・創造的に行動する子の育成』を目指し、 

「挑戦できる喜び・共に学びわかる喜び・かかわり合う楽しさ」が実感でき、笑顔あふれる学

校を創る。 

〇子どもたちが主体的に活動し、学びながら確かな学力を獲得できる教育活動の充実を図る。 

〇「ひと・もの・こと」との関わり合いの場面を多く設定し、子どもたちの豊かな感性、情緒

を育む。 

〇児童一人一人に丁寧に対応し、児童を深く理解した支援の充実を図る。 

〇すべての子どもが共に学び共に育つインクルーシブ教育を推進する。 

〇地域や保護者との協働を重視し、開かれた学校を推進する。 

 

◎『挑戦できる喜び』の実感がある学校：健康な心身を育み、安心して挑戦できる。 

・互いに認め合い、安心して過ごせる学習環境づくり 

・明るく、安全な環境づくりの推進 
☆生活科・総合的な学習の時間（つけたい力を意識し創意工夫を生かした活動の充実） 

☆環境教育（自然・資源保全意識の向上と保護行動の実践） 

☆キャリア教育（将来設計能力・意志決定能力の育成、キャリアパスポートへの取り組み） 

☆運動指導（体力向上、体育授業の工夫・改善） 

☆特別活動（自主的･実践的な児童会活動・縦割り活動の充実） 

☆防災安全教育（防災教育の充実、交通安全指導の充実） 

◎『共に学びわかる喜び』の実感がある学校：いろいろなことや人の心がわかる。 

・チームで協力し、高い授業デザイン力を身に付けるための研修や日常の授業改善 

・「あたたかい聴き方」「やさしい話し方」を基盤とした「主体的・対話的で深い学び」の実現 
☆学力を伸ばす授業実践（校内研究、授業改善、初任研、年次研）    

“聴く、考える、説明する”学びの展開   

☆評価の充実（評価規準見直し、指導の質向上に活用、学習状況把握と課題解決） 

☆校内研修（研修体制整備、OJT） 

☆ICT 環境整備・視聴覚指導・情報教育（情報活用能力の育成、情報モラル教育の充実） 

☆図書指導（自主的に学習する場としての学校図書館機能改善、読書活動活性化） 

☆外国語教育（英語教育改革の共通理解、教科に伴う指導体制と評価の充実） 

☆道徳教育（組織的な指導体制の充実、小中接続、家庭･地域との共通理解） 

◎『かかわり合う楽しさ』の実感がある学校：様々な人とかかわり合い、人の中で育てる。 

・いじめ撲滅、温かい学級づくりへの取り組み 

・児童一人一人の教育的ニーズに応じた支援のあり方の研修及び、校内支援体制の整備 

・互いに認めあえるインクルーシブな学校づくりの推進 
☆児童指導（ルール・マナー・あいさつ指導、モラルの醸成、いじめ防止教育） 

☆清掃指導（清潔で魅力ある教育環境づくりの推進）                

☆保健教育（目標を意識した組織的な指導体制づくり、学校保健委員会の活性化） 

☆食教育（体験活動、家庭・地域との連携、食文化の継承） 

☆保幼･小･中の連携・継続（幼児教育との連携・円滑な接続、小中 9 年間の学びの継続） 

☆地域連携（地域の教育資源整理･活用、社会教育との連携、ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ導入への準備） 

☆相談・支援（学年・チーム対応、専門機関との連携、特別支援教育の推進、校内研修） 

☆ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育の推進（松の実教室との交流及び共同学習・合理的な配慮） 

【教育活動のＰＲ（学校が考えていること、実践していることを広報する）】 

・学校、学年、学級だより  ・ＨＰ  ・学校評価  ・授業公開（授業参観、発表会） ・懇談会  

・室田会、推進協、自治会（保護者・地域連携）などの会合、行事への参加 
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児童の実態 

 
 

目指す子どもの姿 児童の発達をどのように支援するか 

○配慮を必要とする児童への指導 

実施するために何が必要か 

○指導体制の充実、家庭・地域との連携･協働 

豊かな心を持ち、主体的・創造的に行動する子の育成 

どのように学ぶか 

○教育課程の実施 

「学校教育目標」と「令和 5年度重点目標」に向けて  

・「ひと・もの・こと」との豊富なかかわり合いの場面の充実          ・地域や保護者と協働し、教育人材や施設の積極的な活用 

・「聴く・考える・説明する」を意識した授業研究の推進             ・子どもたち自身が考え、実行できる仕掛け作り            

・保幼小連携 ・ 小中連携の充実                         ・家庭・地域と連携した学びの充実 

・いじめ、不登校を生まない学年・学級経営                   ・適切な初期対応と支援チーム対応 

何を学ぶか 

○教育課程の編成 

【かしこく】資質・能力の育成 
〈進んで学ぶ子〉 

【やさしく】豊かな人間性 
〈思いやりのある子〉 

・他人を思いやり認め合う心 ・生命・人権の尊重 

・共感できる温かい心     ・柔らかな感性   

・自らの行動を律する心    ・正義感・公正さ 

【たくましく】健康・体力 
〈心と体の元気な子〉 

・たくましく健全な心と体の育成  

・体力・持久力の向上  

・食育・健康教育の推進   ・生活習慣の確立 

安心・安全を守る 

何ができるようになるか 

○学校教育の基本 

 

 

 

 

・「自分の命は自分で守る」防災・安全教育の推進 

・教育活動全般における安全対策 

・互いを認め合い、安心して過ごせる学習環境づくり 

・教育活動全体を通した「聴く・考える・説明する」指導の実践。 

・１年生から６年生までを見通した授業づくり。 

・基礎学力の向上と充実。 

・家庭学習の充実と積み重ね。 

 

地域とともにある学校 
 

 

・地域人材・資源を活用した学校づくり 

・地域（推進協）・室田会との連携推進、情報の共有 

・積極的な情報発信（学校だより・学年だより・学級だより） 

何が身に付いたか 

○学習評価を通じた学習指導の改善 

・「あたたかい聴き方」「やさしい話し方」を基盤とした活動。 

・自己の成長をメタ認知できる活動と振り返り。 

・自分の考えの過程がわかるノートづくりと学習の習慣づけ。 

・あいさつができる子が多い。 

・自分の考えをわかってもらえるよ

うに話そうと思っている。 

・他人を思いやる心をもつ子も多

いが、自分中心の考え方や基準

で行動する子もいる。 

 

・教職員間の情報共有を通して児童理解を深

め、一人一人の教育的ﾆｰｽﾞを把握した支援。 

・支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、ふれあい補助員、心

の教室相談員、SC、SSW 等との連携充実。 

・学習したことや体験したことを活かして学ぶことができる。 

・変化に向き合い、主体的に判断し、課題解決することが

できる。 

・多様な価値観を認め、協働して学び、よりよい自分の考

えをもつことができる。 

・相手の立場になって考え共感し、自他

ともに大切にできる子。 

・自らの考えをもち、主体的・創造的に

学び合うことができる子。 

・豊かな感性と丈夫な身体。たおやか

な心とあきらめない粘り強さをもつ子。 

・学んだことをもとにして、課題を解決したり、新たなものを作

り出したりしている。 

・状況に応じて主体的に判断し、課題解決の方法を見つけ出

している。 

・自分の考えをもち、学び合いをとおして、自分の考えを広げ

たり、深めたりしている。 


